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· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・ストレスチェックについて

実施期間：2019年7月1日(月)　～　2019年8月31日(土)

対象者：2019年5月31日時点で就業している職員

質問数  ：57問（所要時間およそ5分）

実施方法：Webにて実施

・2019年度医療福祉学会開催について

日程：2019年11月3日（日）

委員会の締め切りは抄録が9月中旬、PPTは10月上旬を予定している。

・令和元年度青仁会秋祭りのフリーマーケット出展者募集について

ご家庭の不要な物、野菜、果物等の提供者も同時に募集。

詳細は掲示板を確認すること。

・患者動静報告、日誌に見学者・体験利用者を記載する際には、年齢、性別、診断名等の基本情報、医学的情報を載せるようにすること。

・8月31（土）青陽館、貯水槽の清掃実施。9月2日（月）に水道水の汚れがある可能性があり。
・看護グループ内研修

日　時：8月26日（月）17：15～

場　所：病院2階　会議室

テーマ：リーダーシップ

対　象：入職１年以上の職員

講　師：藤原SGM

日　時：8月29日（木）17：15～

場　所：病院2階　会議室

テーマ：救急対応

対　象：全職員

講　師：松沢JGM＜路上喫煙の対策について＞

＜業務内容割り振り実施＞

・デイナイトケアでの領収書管理→蕨野・石田

・プログラムテキスト→栄養指導：鳥谷部　社会適応：藤田　日常生活：馬場

・月間プログラム計画書→馬場

＜利用者様情報＞
デイケア
・田中　一　様　～グループホーム世話人より情報提供があり、今朝の訪問時に体調不良の訴え聞かれている。症状を確認すると昨日の睡眠時間が1時間程度、腰部・踵に痛みがあると話している。通所はするとのことでデイケアにて様子観察の依頼がある。来所時に体調等を確認すると、頭重感がある、眠れなさ過ぎて朝食作り１時間半かかったと話している。その後、床に入るがまた眠れなかったこと、グループホームの電話の調子が悪くてイライラしたことを併せて報告している。
・船場　幸子様　～グループホーム世話人より情報提供があり、今朝の訪問時に左腕の湿疹が広がっている。不安が強く入浴も出来ないと話しており、デイケアにて様子を見て欲しいとの依頼がある。来所時に看護師スタッフに自身から上記について訴えがあり、診ると情報提供通り水疱様にの湿疹が認められ、皮膚科受診の促しをしている。
・夏堀　麗紗様　～先日、急性胃腸炎に罹患後より食事が思うように摂れないとの事で3㎏程減ったと話している。また、就労先で多量の鼻出血があり、貧血の症状が強まることがあり、鉄剤が効いているのか不審に思うこともあると言う。鉄剤は徐々に効果が出る事と今は食事が思うように食べれない為効果が感じられないのではないか伝えている。食事は食べれる物を少しづつ摂るように伝えている。また、近所の方の干渉と叔母の意見に左右され気分を害する事があるが、気分転換は出来ているとの事。将来的に環境を変える事を考えているが、現段階では難しいと考えているとのこと。
・寺沢　彩　様　～来所時よりテーブルに伏している為体調を確認すると周囲の話し声や視線が気になり、調子が悪いと返答している。昼食後、床へマットを敷き横になったり、うつ伏せになっており、どの姿勢でも辛いと話している。重症筋無力症の2クール目の点滴を本日から3日間施行予定であり、副作用で精神的に不安定となる事があり、今後は精神科も八戸赤十字病院で診ていく事になるかもしれないとの事。
デイナイトケア
・奥山　以依子様　～　9時10分、スタッフへ詰め寄り「頭痛がする、ぼんやりする」と訴えている。バイタル測定し、BP110/59mmHg、P57、T36.1℃と異常なし。睡眠不足ではないとの事。昨日も同時間に不調を訴えており、帰荘後体調は落ち着いたようだが、今朝より再度不調になったと話している。静養室にて40分程度休養した後は、ミーティング、運動療法に参加しており、体調は少し落ち着いたとの事。余暇時には、鼻歌を歌いながら塗り絵に取り組んでいる。
・木村　義重様　～青風荘より情報提供あり。24日（土）、25（日）を通し、熱37.0℃～38.3℃台で経過。発熱時はカロナール服用している。食事は全量摂取しているとの事。自覚症状として鼻汁があると話している。また、青風荘スタッフへ「買い物に行きたい」等と何度も話し、風邪を引いているため今回は控えるよう伝えるも聞き入れ悪い様子が見られる。今朝も熱38.3℃で経過しており、左記理由にてデイナイトケア欠席となる。
・鈴木　真知子様～昼食後スタッフへ近づき、腹部の痛みを訴えている。現在、静養室が使用されているため、ホールで休息するよう促すと、臥床し休息を取っている。何度か同様の訴えが聞かれており「徐々に痛みが広がっている気がする」と話している。その後、静養室で休息するも10分程度で退室し「暗い。明るい方で寝る」と話し、日当たりの良いキッチンスペースで臥床している。
ショートケア
・特記なし
＜青明舎登録者様情報＞
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＜ＧＨ住居者情報＞
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＜事例検討会＞

カンファレンスシート（豊川　明男　様）　

実施日：2019年8月26日（月）13：30～14：00

担当:石田

検討内容　目標と計画の検討

	氏名
	豊川　明男　様
	性別
	男
	年齢
	55
	生年月日
	S38.5.13

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	精神症状の安定、基本的生活習慣の獲得、身体機能の維持・向上、対人関係能力の向上

	本人希望
	現在の生活を継続していきたい

	入院歴
	計3回（最終：H19年10月1日～H20年10月9日）

	通所歴
	2回目　今回：H30.5.7～現在　　（週4回月、火、木、金）

	その他サービス利用
	グループホーム

	住居：グループホームあおば
	家族構成：両親は他界、保護者が叔母となっている。

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級、障害基礎年金2級、自立支援受給中

	備考：事例検討に必要な情報を記載

H1年
易疲労感･不眠･幻聴等の症状が出現し東京都内の精神科病院へ通院(～H6年頃まで)
H6年6月
仕事を辞職し､実家へ帰郷。同時期より八戸赤十字病院へ通院開始。
H13年11月
自宅で大量服薬し､八戸赤十字病院へ入院。
H14年1月
八戸赤十字病院退院。退院後は同院への通院を継続していたが、幻聴・妄想等の症状は持続していた。
H19年2月
友人の紹介で川崎こころ病院(宮城県)受診し入院。
H19年10月

家族・本人より転院希望があり､当院受診し入院。
H20年10月
当院退院。退院後は生活訓練施設｢青山荘｣へ入所し､当院への外来通院､精神科デイケアの利用を継続していた。H23年10月､青山荘退所に伴い、単身生活を開始していた。以後､当院への外来通院(1回/2週)、障害者就労支援事業所｢うみねこ幸房｣の利用を継続している。平成30年4月末同事業所が閉業となったため、日中の活動場所としてデイケアの利用を希望。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアに継続して参加し、現在の生活を維持する
	①デイケアに継続して来所し、生活リズムを整える。
	①プログラムに参加し、日中の活動性を確保する。
	①デイケア来所時は、自分から各プログラムに参加する。スタッフは本人の考えや希望を確認しながらプログラム参加を促し、日中活動の確保と活動性の向上を図っていく。

	
	②病状管理能力を獲得する。
	②体調不良への対処能力を獲得する。
	②身体面、精神面の不調を感じた際には無理せず相談し対処法を検討していく。スタッフは体調を確認しつつ、不調の訴えがあった際には状況を確認し、対処法を検討しながら実践を促していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度％）
	今後の対応

	①プログラムに参加し、日中の活動性を確保する。

	・7月よりショートケアでの利用を開始。参加率は7月44.4%、8月45%。欠席の理由としては、頭痛や外出を挙げることが多い。
・プログラム参加時は、発言することは少ないが、時間終了まで参加している。空き時間はぼんやりとしていることが目立っており、活動性は低くなっている。他利用者様と積極的に交流を持つことは無い。

・デイケアでの目標や希望を聞くと「うーん。生活リズムとかですよね？」と悩みながら返答。自身での達成したい目標や改善点はあまり聞かれない。

・5月より開始した園芸療法には積極的に参加している。スタッフに対し、雑草の名前や土の状態等を細かく説明しており、手際良く草取りに取り組んでいる。色々教えてくれた事に対しお礼を言うと、笑顔も見られる。また、園芸療法中は、他利用者様に対し自主的にサポートする様子（ホース巻き、水汲み等）も見られ、協力性を持っている。
	・日中活動を目的としてデイケアを利用開始しているが、本人から希望が聞かれることはなく、目標もすぐに答えられずにいる。現状スタッフからの提案に答えている状態である為、目標を継続し、希望や目標が聞かれた際には具体的な達成に向けての目標を検討し、達成できるよう関わっていく。



	②体調不良への対処能力を獲得する。
	・来所時に体調を聞くと、頭痛や気分の落ち込みを訴えることがある。頭痛が長期的に改善しない為、7月31日頭部CT施行。頭蓋内に特に異常所見はない。先生より、緊張性頭痛ではないかと説明あり。クエチアピン錠、ロキソプロフェンＮａ錠が追加処方となる。だが、上記服薬により、倦怠感、だるさが増悪したとの事で、自己判断で内服を中止した経緯がある。
	頭痛や気分の落ち込みは依然として継続している。頭痛に対しては、追加処方を自己中断しており、著変無く経過している。目標を継続し、不調への対処を検討、提案しながら病状管理能力の獲得を図っていく。

	その他
GH生活について
	・8月上旬、本人と1時間程度面談を実施。GH同居者様への不満を主に話している。
（同居者様が自室内で喫煙している気がしているが、各関係スタッフへ話すも現状が変化しないこと、上記トラブルが1年以上続いている事など）
・7月31日追加処方により、不調になったことについて、自身が根本的な原因ではないのに、なぜ辛い思いをしなければならないのかと不満を話している。
	


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアに継続して参加し、現在の生活を維持する
	①デイケアに継続して来所し、生活リズムを整える。
	①プログラムに参加し、日中の活動性を確保する。
	①デイケア来所時は、自分から各プログラムに参加する。スタッフは本人の考えや希望を確認しながらプログラム参加を促し、日中活動の確保と活動性の向上を図っていく。

	
	②病状管理能力を獲得する。
	②体調不良への対処能力を獲得する。
	②身体面、精神面の不調を感じた際には無理せず相談し対処法を検討していく。スタッフは体調を確認しつつ、不調の訴えがあった際には状況を確認し、対処法を検討しながら実践を促していく。


※デイケアでの目的や目標に関しての関心が低い様子が窺えているが、その一方では園芸療法では意欲的かつ協力的に取り組んでいる。役割や仕事に似たものを科すことで、本人の意欲に好影響を与える可能性も考えられるため、デイケアで本人に役割を科すことにより、目標を達成できる可能性がある為、今後も検討していくこととする。

